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1月1日号平成16年
（2004年）

芦屋川左岸の河口から北へ。業平橋を経て、再び芦屋川右岸を南下し河口へと至る道。 芦屋川松風通り(全長2.80km)

人口と面積＜平成15年12月１日人口＞■住民基本台帳＋外国人登録　総数91,314／男42,302／女49,012／世帯数39,846■推計人口　総数89,506／男41,288／女48,218／世帯数37,526　＜面積＞18.57㎞2

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
九
年
を
経
過
す
る
に
あ

た
り
、
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
た
め
「
１
・
17
芦
屋
市

祈
り
と
誓
い
」
を
執
り
行
い
ま
す
。
〈
雨
天
決
行
〉

日
　
時
　
一
月
十
七
日(

土)

　
　
　
　
午
前
七
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

場
　
所
　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
「
慰
霊
と
復
興
の

　
　
　
　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
前(

芦
屋
公
園
内)

内
　
容
　
記
帳
・
献
花

※
献
花
用
の
花
は
用
意
し
ま
す

1.17ひょうごメモリアルウォーク2004
～復興の歩みを確かめる～

　１月17日に阪神・淡路大震災の犠牲者への「追悼のつどい」
と、震災で学んだ教訓を新たにするための、被災地をともに歩
くウォーク事業を行います。

《山手ふれあいロードウォーク》
　芦屋市では、下表のとおり川西運動場から出発します。
　受け付けは、いずれの会場も出発の30分前からです。

《追悼のつどい》
時　間　午前11時50分～
　　　　午後０時40分
会　場　ＨＡＴ神戸(神戸
　　　　東部新都心)
内　容　黙祷、式辞、1.17
　　　　宣言、献花など

問い合わせ　1.17ひょうごメモリアルウォーク実行委員会
(兵庫県総括部生活復興課内)　1078-360-8282

東ルート

西ルート

 コース名

15kmコース
10kmコース

  2kmコース

10kmコース
  5kmコース

スタート地点

西宮市役所
川西運動場

王子公園

県立文化体育館
市立中央体育館

出発時間

午前７時30分
午前８時

午前11時

午前８時
午前９時30分

開催日　１月17日(土)　＜雨天決行＞  

芦
屋
市
祈
り
と
誓
い

1.17

問
い
合
わ
せ
　
秘
書
課
　
1
#8
２
０
０
０

◆黙祷のお願い◆
　犠牲者の冥福を祈るため、
１月17日正午のサイレンに
合わせ、自宅や職場での黙
祷のご協力をお願いします。

〔
ご
注
意
〕

　
◆
駐
輪
場
・
駐
車
場
は

　
　
あ
り
ま
せ
ん
。

　
◆
供
花
や
供
物
な
ど
は
、

　
　
固
く
ご
辞
退
い
た
し

　
　
ま
す
。

芦
屋
川

�

芦屋市役所�

川西�
運動場�

公光橋�

芦屋公園�

国道43号線�

阪神芦屋駅�

モニュメント�
�

●�

山中市長山中市長（左）と都筑議長都筑議長�山中市長（左）と都筑議長�

川
　
西
　
町�

平
　
田
　
町�

公
　
光
　
町�

前　
田　
町�

平 田
 北 
町�

精　
道　
町�

松　
浜　
町�

浜　
芦　
屋　
町�
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公民館おしゃべり音楽会

シャンソンは心の歌

事業数
11

37

63

11

2
5

3

132

　
本
市
で
は
、
第
三
次
芦
屋
市
行
政
改
革

大
綱
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
簡
素
で
効

率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
目

指
し
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
行
政
評
価

シ
ス
テ
ム
の
調
査
研
究
に
取
り
組
み
、
今

年
度
は
百
三
十
二
事
務
事
業
の
行
政
評
価

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
評
価
の
客
観

性
、
透
明
性
を
高
め
る
た
め
有
識
者
で
構

成
す
る
行
政
評
価
委
員
会
に
よ
る
外
部
評

価
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
市
が

実
施
し
た
評
価
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
行
政
活
動
の
目
的
を
明
確
に
し
、
活
動

の
結
果
や
成
果
が
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
一

定
の
基
準
、
視
点
に
そ
っ
て
評
価
し
、
行

政
運
営
の
改
善
や
施
策
の
立
案
に
つ
な
げ

る
仕
組
み
で
す
。
【
計
画
・
予
算
】
↓

【
実
施
・
決
算
】
↓
【
点
検
・
評
価
】
↓

【
改
善
・
改
革
】
と
い
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
の
定
着
を
図
り
、
簡

庭
児
童
会
事
業
等
十
一
事

業
で
し
た
。
全
体
で
は

「
見
直
し
の
う
え
継
続
」

が
六
十
三
事
業
、
「
現
状

維
持
」
が
三
十
七
事
業
と

多
く
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
海
浜
公
園
プ
ー

ル
な
ど
社
会
教
育
施
設
を

中
心
に
「
民
間
委
託
／
民

営
化
」
が
十
一
事
業
、

｢

統
合
／
終
期
設
定｣

は
あ

し
や
温
泉
な
ど
二
事
業
、

「
廃
止
／
休
止
」
は
市
福

祉
金
、
美
術
博
物
館
な
ど

五
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
評
価
結
果
は
、
平
成
十

六
年
度
以
降
の
総
合
計

画
・
実
施
計
画
、
予
算
、

組
織
要
員
計
画
へ
反
映
し

て
い
き
ま
す
。

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
め
ざ
し
て

〜
132
事
務
事
業
を
行
政
評
価
〜

問
い
合
わ
せ
　
行
政
改
革
推
進
室
　
1
#8
２
０
０
５
　

『
市
民
と
市
長
・
集
会
所
ト
ー
ク
』
を
開
催
し
ま
す

平成16年　成人式

問い合わせ　スポーツ・青少年課　122-0358

日　時　１月12日(月・祝)午後１時～２時
　　　　(午後０時30分開場)
会　場　ルナ・ホール
対　象　昭和58年４月２日から昭和59年４月１日に

出生されたかた(年賀はがきでご案内して
います)

お願い　・車での来場はご遠慮ください
　　　　・平服でお越しください

・会場入口が大変混雑いたしますので、速
やかにご入場ください

主 な 事 務 事 業
介護保険、小学校施設整備、留守家庭児童会　等
老人・乳幼児・障害者・母子家庭等福祉医療、救
急医療、子育てセンター、道徳教育　等
地区集会所運営、ハートフル福祉公社補助、文化
振興財団補助、都市整備公社補助　等
養護老人ホーム、公立保育所、海浜公園プール、
体育館　等
あしや温泉、みどり学級
敬老祝金、市福祉金、美術博物館運営、展示　等
山手中学校耐震整備、西部第１地区土地区画整
理、火葬場整備

　
芦
屋
市
で
は
、
二
十
年
三
十
年
先
の
社

会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
こ
の
素
晴
ら

し
い
ま
ち
を
引
き
継
ぐ
た
め
、
そ
の
基
盤

と
な
る
財
政
の
立
て
直
し
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
再
建
団
体
に
転
落
す
る
と
ど
う

な
る
か
、
ど
ん
な
取
り
組
み
を
計
画
し
て

い
る
の
か
な
ど
を
、
よ
り
よ
く
ご
理
解
い

た
だ
く
た
め
、
山
中
市
長
か
ら
市
民
の
皆

さ
ま
に
直
接
ご
説
明
し
、
皆
さ
ま
と
意
見

交
換
を
行
う
「
集
会
所
ト
ー
ク
」
を
市
内

十
四
カ
所
の
集
会
所
等
で
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
、
会
場
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
電
話
、
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
駐
車
、
駐
輪
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
会
場
へ
は
バ
ス
、
徒
歩
等
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
身
体
に
障
害
が
あ
り
駐
車
場
を
利
用
さ

れ
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◆
定
員

　
会
場
の
都
合
に
よ

り
、
市
民
セ
ン
タ
ー

は
百
人
、
各
集
会
所

と
三
条
分
室
は
三
十

人
。

◆
申
し
込
み

　
一
月
五
日(

月)

午

前
九
時
か
ら
先
着
順

で
各
会
場
の
申
し
込

み
締
切
日
の
午
後
６

時
ま
で
受
け
付
け
ま

す
。
電
話
、
フ
ァ
ク

ＮＨＫ公開セミナー「トルコ三大文明展」

問い合わせ　公民館　135-0700(〒659-0068 業平町8-24)

日　時　１月23日(金)午後２時30分～４時
会　場　ルナ・ホール　
テーマ　トルコ三大文明展、その魅力と見ど

ころ
講　師　大阪歴史博物館学芸員・岡村勝行氏
申し込み　往復はがき(１枚に１人)に住所・

氏名・電話番号を記入の上、１月８日(木)までに
公民館「ＮＨＫ公開セミナー」係へ

☆参加者には、大阪歴史博物館で2月16日(月)まで開催の　
「トルコ三大文明展」の招待券(１人１枚)を進呈。

日　時　１月24日(土)午後１時30分～３時
会　場　市民センター・音楽室　
出　演　原カンコ(歌手)津多歌子(ピアノ)
曲　目　私は一人片隅で／アプレトワ／
　　　　枯葉　ほか
参加費　300円
申し込み　往復はがきに参加者全員の氏

名・住所・電話番号を記入の
上、1月10日(土)までに公民館
へ

問
い
合
わ
せ
　
行
政
改
革
推
進
室
　
1
#8
２
０
０
５

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
参
加
さ
れ
る
か
た
の
、

①
住
所 

②
氏
名
③
電
話
番
号 

④
参
加
を

希
望
さ
れ
る
会
場
、
日
時
を
行
政
改
革
推

進
室
へ

締め切り日
１月21日(水)
１月23日(金)
１月27日(火)
１月28日(水)
１月30日(金)
１月30日(金)
２月３日(火)
２月６日(金)
２月６日(金)
２月10日(火)
２月10日(火)

◆昼の部　午後１時30分～３時
　＊市民センターのみ午後２時～３時30分

会　場 開　催　日 締め切り日
奥池集会所 １月31日(土) １月29日(木)
三条分室 ２月７日(土) ２月５日(木)
市民センター401室 ２月14日(土) ２月12日(木)

＊行政評価に関する情報は、市ホームページ、市役所北館１階行政情報コーナー、ラ
ポルテ市民サービスコーナー、図書館、公民館でもご覧になれます。
＊芦屋市行政評価委員会の外部評価については、１月15日号で概要をお知らせします。

＊三条分室：旧三条小学校・現三条デイサービ
　スセンター(三条町39-20)
＊市民センター：別館駐車場は収容台数が限ら
　れるため、なるべく徒歩でお越しください

〜
財
政
再
建
と
行
政
改
革
を
テ
ー
マ
に
〜

※
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

　
の
か
た
は
、
上
記
①
〜
③
の
ほ
か
、
参

　
加
を
希
望
さ
れ
る
会
場
、
日
時
に
つ
い

　
て
、
第
一
希
望
か
ら
第
二
希
望
ま
で
、

　
ご
記
入
願
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
多
数
に
よ
り
定
員
を
超
え
た

　
場
合
は
、
他
の
日
で
調
整
さ
せ
て
い
た

　
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際

　
は
ご
了
承
願
い
ま
す
。

素
で
効
率
的
な
行
政
運
営
を
目
標
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
第
一
段
階
の
目
的
は
、
財
政
健
全
化
、

組
織
効
率
化
の
た
め
の
「
効
率
的
・
効
果

的
な
資
源
配
分
」
で
す
。

　
そ
の
た
め
「
総
合
計
画
・
予
算
編
成
・

組
織
要
員
と
連
携
し
た
評
価
シ
ス
テ
ム
」

づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
「
職
員
の

意
識
改
革
」
「
情
報
公
開
に
よ
る
行
政
活

動
の
透
明
性
の
向
上
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　
平
成
十
四
年
度
に
実
施
し
た
事
務
事
業

の
中
か
ら
、
百
三
十
二
事
務
事
業
の
評
価

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
各
事

務
事
業
を
所
管
す
る
課
長
が
一
次
評
価
を

行
う
と
と
も
に
、
企
画
、
財
政
部
門
等
で

二
次
評
価
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　　
市
評
価
で
は
、
事
業
費
拡
大
等
の
必
要

な｢

拡
大
・
充
実｣

が
介
護
保
険
、
留
守
家

行
政
評
価
の
目
的

132
事
務
事
業
を
評
価

行
政
評
価
と
は

市
評
価
結
果
の
概
要

◆夜の部　いずれも午後７時30分～９時

会　場 開　催　日
朝日ヶ丘集会所 １月23日(金)
潮見集会所 １月27日(火)
翠ヶ丘集会所 １月29日(木)
浜風集会所 １月30日(金)
竹園集会所 ２月２日(月)
打出集会所 ２月３日(火)
大原集会所 ２月５日(木)
前田集会所 ２月９日(月)
春日集会所 ２月10日(火)
西蔵集会所 ２月12日(木)
茶屋集会所 ２月13日(金)

今 後 の 方 向 性
拡大・充実

現状維持

見直しのうえ継続

民間委託／民営化

統合／終期設定
廃止／休止

事業終了

合　計

行政改革推進室　138-2005　FAX31-4841
Ｅメール　kikaku@city.ashiya.hyogo.jp
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昨
年
第
十
四
回
富
田
砕

花
賞
授
賞
式
で
「
富
田
砕

花
全
詩
集
」(

富
田
砕
花
先

生
全
詩
集
刊
行
会
発
行)

を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　
千
数
百
ペ
ー
ジ
、
二
段
組
の
大
冊
で
、
お
よ

そ
一
世
紀
近
い
文
学
業
績
の
中
の
詩
集
・
訳
詩

集
が
、
ほ
ぼ
年
代
順
に
集
成
し
て
あ
り
ま
し
た
。

せ
き
が
く

　
天
与
の
資
質
と
碩
学
を
駆
使
し
た
砕
花
文
学

の
領
域
は
広
大
で
、
作
品
は
重
厚
か
つ
深
遠
で

す
。
そ
の
真
髄
に
迫
る
こ
と
は
一
朝
一
夕
に
成

り
ま
せ
ん
が
、
昭
和
四
十
六
年(

一
九
七
一)

秋

の
兵
庫
県
芸
術
祭
十
周
年
記
念
行
事
・
交
響
曲

の
た
め
に
作
ら
れ
た
「
兵
庫
讃
歌
」
は
、
兵
庫

県
全
域
の
自
然
と
風
俗
と
文
明
を
余
す
と
こ
ろ

う
た

な
く
謳
い
あ
げ
た
、
壮
大
か
つ
無
窮
き
わ
ま
り

な
い
一
代
詩
篇
で
す
。
砕
花
以
外
に
、
こ
れ
だ

け
の
詩
を
書
く
人
が
果
た
し
て
現
れ
る
だ
ろ
う

か
と
、
感
銘
を
深
く
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
砕
花
と
い
う
詩
人
と
そ

の
業
績
が
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
承
る
と

こ
ろ
で
は
、
富
田
砕
花
顕
彰
会
が
発
足
し
て
砕

花
文
学
の
全
貌
に
迫
り
、
業
績
の
全
容
発
掘
に

取
り
組
ま
れ
、
私
の
頂
戴
し
た
「
富
田
砕
花
全

詩
集
」
の
発
刊
も
顕
彰
会
の
一
つ
の
成
果
で
あ

る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
旧
居
の
保
存
・
公
開
や

蔵
書
の
整
理
、
市
立
図
書
館
で
の
収
蔵
・
陳
列

な
ど
、
多
角
的
な
事
業
展
開
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
今
後
さ
ら
に
い
っ
そ
う
の
取
り
組
み
を
推
進

さ
れ
、
砕
花
の
偉
業
と
人
柄
を
、
日
本
の
み
な

ら
ず
世
界
に
向
け
て
発
信
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
に
は
、
砕
花
と
も
っ
と
も
深
い
ゆ
か
り

の
あ
る
芦
屋
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
や
協
力
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
文
化
の
香
り
が
高
く
、
自
然
が
美
し
く
、
人

の
心
が
や
さ
し
い
芦
屋
市
に
、
き
ら
り
、
も
う

一
つ
の
星
が
輝
い
て
、
い
つ
ま
で
も
世
界
中
の

人
た
ち
か
ら
仰
ぎ
見
ら
れ
る
ま
ち
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

問い合わせ　美術博物館　138-5432

　あなたにとっての「わたしの芦屋。」、
風景、静物、人物、デザイン、イメージな
ど、芦屋に思いを寄せることから生まれる
自由な発想の作品をふるってご応募くださ
い。

問い合わせ　市民課　138-2030

平成15年度　一般公募展「わたしの芦屋。」出品作品募集

競争入札参加のための業者登録
問い合わせ　契約検査課　138-2012　テレホン案内　138-2061

ホームページアドレス(http://www.city.ashiya.hyogo.jp/nyusatu/index.html)

　市および水道部が発注する建設工事、測量・建設コンサルタント等の請負および物品・印刷物の納入等の入
札に参加するためには、あらかじめ登録が必要です。 登録の受け付けは２年に１回で、今回は平成16・17年度
分の受け付けを行います。
内　　容　①工事②測量・建設コンサルタント等③物件等(役務の提供・業務委託等を含む)
申し込み　１月９日から２月６日までの間に契約検査課窓口お
　　　　　よびホームページで配布する芦屋市独自様式の申請
　　　　　書を１月26日から２月６日 (土・日を除く)までの
　　　　　午前10時～午後４時 (正午～午後１時を除く)に、分
　　　　　庁舎２階大会議室へ持参してください。
＊窓口での配布については上記期間の執務時間内となります
　(原則として郵送による要領の配付はしません)。
＊詳しくは、契約検査課、またはテレホン案内、ホームページ
　(入札・契約情報)へ。

　　広報あしや12月15日号競争入札参加のための業者登録の
　申し込み期間が間違っていました。正しくは「１月26日～
　２月６日」です。訂正してお詫びします。

詩
人
　
皆
木
　
信
昭

き
ら
り
　
も
う
一
つ
の
星
が

謹
賀
新
年

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
た
ち
市
議
会
議
員
は
、
年
賀
状
等
で
の

ご
あ
い
さ
つ
が
公
職
選
挙
法
に
よ
り
原
則
的

に
禁
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
は
、
例
年
市
広
報
紙
を
通
じ
て
ご
あ

い
さ
つ
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
二
十
四
人
は
、
昨
年
四
月
の
統
一

地
方
選
挙
で
市
民
の
負
託
を
受
け
四
年
間
の

任
期
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
、
芦
屋

市
の
一
番
の
課
題
は
財
政
再
建
に
向
け
た
行

政
改
革
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
私
た
ち
市
議

会
議
員
も
非
常
に
難
し
い
判
断
を
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
民
意
の

反
映
と
市
政
の
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
、
今
ま
で

に
も
増
し
て
日
々
の
研
さ
ん
を
重
ね
て
ま
い

る
決
意
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を

祈
念
し
、
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

会　期　３月６日～４月11日
会　場　美術博物館・ホール

2月から戸籍届出の際

　本人確認をします

芦
屋
市
議
会

　
　
　
議
　
長
　
　
都
　
筑
　
省
　
三

　
　
　
副
議
長
　
　
灘
　
井
　
義
　
弘

　
　
　
議
　
員
　
　
大
久
保
　
文
　
雄

“国民年金から”20歳になるあなたへ
　問い合わせ　保険年金課年金担当　138-2036

　偽造の届書により戸籍への不実の記
載がされるのを未然に防止するため、
２月１日より戸籍の届出(婚姻届・離婚
届・養子縁組届・養子離縁届)を持参さ
れたかたの、ご本人確認をさせていた
だきます。
　上記の届書を窓口にご持参いただく
かたは、官公署が発行する顔写真入り
の証明書(自動車運転免許証・パスポー
ト等)、または健康保険証をご持参くだ
さい。
　証明書等をお持ちでないかたも届出
はできますが、後日、届出人あてに届
出があったことの連絡を郵便で行いま
す。

　
日
本
に
住
ん

で
い
る
二
十
歳

か
ら
六
十
歳
ま

で
の
か
た
は
、

す
べ
て
国
民
年

金
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、

老
後
の
生
活
を

保
障
す
る
だ
け

で
な
く
、
病
気

や
事
故
で
障
害

が
残
っ
た
と
き

や
一
家
の
大
黒

柱
を
失
っ
た
と

き
、
あ
な
た
や

家
族
が
基
礎
年

金
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
二
十
歳
に
な
る
か
た
に
、
国
民
年
金

の
案
内
状
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
学

生
の
か
た
の
確
認
等
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
の
で
同
封
し
て
い
ま
す
加
入
届
を
必

ず
ご
返
送
く
だ
さ
い
。
後
日
「
年
金
手

帳
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
こ
の
年
金
手
帳
は
生
涯
に
わ
た
っ
て

使
用
し
ま
す

の
で
、
大
切

に
保
管
す
る

よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

資　格　市内在住、在勤、在学(絵画教室
　　　　などを含む)のかた、また芦屋に
　　　　ゆかりのあるかた
大きさ　120cm×120cm(油彩の50号)以内
　　　　＊額縁を含む全体サイズ
　　　　＊組み作品もこの範囲内
搬　入　２月29日(日)午前10時～午後３時
出品料　1,000円
＊その他詳細は作品募集要項を参照
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さ
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木
野
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山
　
村
　
悦
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み
ち
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田
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み
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平
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帰
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和
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徳
　
田
　
直
　
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
野
　
良
　
三

　
　
　
　
　
　
　
　
青
　
木
　
　
　
央

　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
川
　
芳
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
木
　
義
　
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
席
順
）

　

　

水道の修理は「芦屋市指定水道工事事業者」へ

 夜間（17：00～9：00）水道修理工事当番表【1月】

問い合わせ　水道部工務課維持担当　138-2083

●平日の昼間は水道部へ
　お尋ねください。
●土曜日・日曜日・祝日
　は市役所(131-2121)
　へお尋ねください。
●夜間の修理は右の業者
　が待機しています。

(資）神明商会

中央水道工務所

原田商会

(有）大阪商会

前忠工業（株）

越智商会

西岡設備工業所

22-3565

22-3552

22-0706

32-6302

31-8548

22-3708

22-6900

店　名 TEL 当番日

１、６、12、25、31

２、７、13、19

３、８、14、20、26

４、10、16、22、28

５、18、24、30

９、15、21、27

11、17、23、29

元気になるメッセージ�

人�芦�屋�の�

●
皆
木
　
信
昭(

み
な
ぎ
・
の
ぶ
あ
き)

氏

　
詩
人
。
昭

和
三
年(

一
九

二
八)

、
岡
山

県
生
ま
れ
。

　
昭
和
四
十

年(

一
九
六
五)

、

詩
集
「
望
郷
の
歌
」
を
刊
。
教
職
後
、
岡

山
県
勝
田
郡
奈
義
町
教
育
委
員
会
教
育
長
、

同
町
文
化
協
会
会
長
ほ
か
を
歴
任
。

　
現
在
は
、
社
会
福
祉
法
人
・
日
本
原
荘

役
員
ほ
か
、
日
本
現
代
詩
人
会
・
中
国
四

国
詩
人
会
・
岡
山
県
詩
人
協
会
会
員
。
詩

誌
「
火
片
」
同
人
。

　
平
成
十
四
年(

二
〇
〇
三)

、「
ご
ん
ご
の

渕
」(

書
肆
青
樹
社
刊)

で
、
第
十
四
回
富

田
砕
花
賞
受
賞
。



「芦屋庭園都市」を宣言
　本市は、平成16年１月１日「芦屋庭園都市宣言」を行います。この宣言をスタートとして、第３次芦屋
市総合計画に基づき、歴史ある本市の花と緑いっぱいのまちづくりをさらに推進し、市民の皆さんの参画
と協働により、世界中の人々が「一度は訪れてみたいと思う美しいまち」を目指してまいります。
　この宣言は、市民の皆さんとのワークショップによって宣言文案が起草され、昨年12月に開催した第４
回定例議会に議案として提案され、平成15年12月19日に議決されたものです。　本市は、古くから、豊かな自然環境と快適な都市

環境に恵まれ、昭和26年公布の「芦屋国際文化住宅
都市建設法」を基調にまちづくりを進めてきました。
　“緑豊かな美しいまち”のたたずまいを守り育て
てきた市民の願いは、「芦屋市民憲章」の基本理念
の一つとして『自然の風物を愛し、まちを緑と花で
つつみましょう』を掲げることとなり、昭和46年３
月策定の「第１次芦屋市総合計画」において『全市
公園化構想』へと発展し、先進的な条例として「緑
ゆたかな美しいまちづくり条例」へと結実しました。
　さらには、「第２次総合計画」のもと平成５年「花
と緑いっぱいのまちづくり計画―芦屋市都市緑化推
進基本計画」に沿って、10万本植樹計画等を推進し
てきました。
　現在、平成12年12月策定の第３次総合計画基本構
想において、「美しい自然環境を暮らしに活かす」
まちづくりをうたい、花と緑をテーマとしたまちづ
くりの推進に努めています。

芦屋庭園都市宣言

　わたしたちのまち芦屋は、山・川・海に恵まれた自然環境のもと、文化性に
あふれたまちとして発展してきました。21世紀を生きるわたしたちは、この
歴史あるまちの美しいまちづくりをさらに進めて、世界中の人々が一度は芦屋
を訪れてみたいと思うまちを目指すため、次のとおり「芦屋庭園都市」を宣言
します。
わたしたちは
１　今ある自然を大切に守り育て、人と緑の調和を目指します。
１　花と緑いっぱいの美しく潤いのあるまちにします。
１　四季折々の花や緑に囲まれたいのちの躍動感あふれるまちにします。
１　花と緑が絶えないまちづくりをみんなで続けます。
１　一人ひとりの心の中にも花を咲かせます。
１　花や緑を愛する子どもたちを育てます。
　
　　平成16年１月１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芦　屋　市　

市の花

コバノミツバツツジ

希望りんごの花

歴史ある
花と緑いっぱいの
まちづくり

【芦屋市民憲章】

　わたくしたち芦屋市民は、国際文化住宅都市
の市民である誇りをもって、わたくしたちの芦
屋をより美しく明るく豊かにするために、市民
の守るべき規範として、ここに憲章を定めます。
　この憲章は、わたくしたち市民一人ひとりが、
その本分を守り、他人に迷惑をかけないという
自覚に立って互いに反省し、各自が行動を規律
しようとするものであります。

１　わたくしたち芦屋市民は
　　　文化の高い教養豊かなまちをきずきましょう。
１　わたくしたち芦屋市民は
　　　自然の風物を愛し、まちを緑と花でつつみましょう。
１　わたくしたち芦屋市民は
　　　青少年の夢と希望をすこやかに育てましょう。
１　わたくしたち芦屋市民は
　　　健康で明るく幸福なまちをつくりましょう。
１　わたくしたち芦屋市民は
　　　災害や公害のない清潔で安全なまちにしましょう。

市の木

クロマツ

～山の緑、川沿いの桜並木、公園の花々…そしてお家の生垣や玄関・ベランダにも花のあふれるまちに～

日　時　１月11日(日)午前10時～11時30分
会　場　精道小学校グラウンド
内　容　
　１部：式典
　２部：団ポンプ操
　　　　法、消防総
　　　　合演技　　　
　◆救急バイクでの
　　写真撮影。　　　　　　　
　◆写真コンテスト同時開催。

＊家族おそろいでご来場ください。

消 防 出 初 め 式

問い合わせ　消防本部総務課　138-2095

ヒューマンライツシアター「戦場のピアニスト」
　1939年、ナチスドイツがポーランドに侵攻。ワルシャワ陥落後
必死の思いでゲットーを脱出し、市内の隠れ家で息をひそめて生
きるピアニスト。ワルシャワ蜂起後、戦場と化した街で砲弾と火
の海をかいくぐり、心の中で奏でる音楽だけを支えに生き延びる
が、ある晩ひとりのドイツ人将校に見つかってしまう…。

日　時　１月24日(土)午後２時～４時28分
会　場　上宮川文化センター　ホール
監　督　ロマン・ポランスキー
出　演　エイドリアン・ブロディ／
　　　　トーマス・クレッチマン　ほか
定　員　100人(当日先着順)

問合せ　上宮川文化センター　122-9229

(2002年／ポーランド＝フランス合作)

石原輝久氏撮影

◆瀬戸内寂聴・訳◆　
『源氏物語の世界』～語りと琵琶の調べ～

トルヴェール・クヮルテット　コンサート

日　時　２月８日(日)午後２時開演(１時開場)
会　場　ルナ・ホール[全席指定]
出　演　須川展也・彦坂眞一郎・新井靖志
　　　　・田中靖人　ほか
プログラム　ホルスト／長生淳・作
　　　　　　「トルヴェールの惑星」より　ほか
　　　　　　※演奏の都合で、曲目が変更になる場合があります。
入場料　前売(当日)　一般3,000円(3,500円)　高校生以下1,500円(2,000円)
　　※高校生以下のチケットは、文化振興財団とローソンのみで取り扱い

問い合わせ　文化振興財団　131-4962(〒659-0068業平町8-24)

日　時　３月13日(土)
　　　　午後３時開演(２時開場)
会　場　ルナ・ホール[全席指定]
プログラム　第１部「桐壺」
　　　　　　　　　　上原まり
　　　　　　　　　〔朗読・筑前琵琶演奏〕
　　　　　　　　第２部「六条の御息所」
　　　　　　　　　　　　有馬稲子〔朗読〕
　　　　　　　入場料　前売3,000円　当日3,500円　

※前売り券完売の場合、当日券の発売はしません。※未就学のお子さんの入場・同伴はご遠慮ください。　
チケット発売　モンテメール大蓄、市役所売店、文化振興財団事務所、チケットぴあ、ローソンチケット有馬稲子

上原まり
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城山を望む芦屋川と桜城山を望む芦屋川と桜�城山を望む芦屋川と桜�

庭園都市・市民ワークショップ庭園都市・市民ワークショップ�庭園都市・市民ワークショップ�

岩ヶ平公園岩ヶ平公園�
モンテベロバラ園モンテベロバラ園�

岩ヶ平公園�
モンテベロバラ園�

総合公園総合公園�総合公園�

阪急芦屋川駅北側広場の花時計阪急芦屋川駅北側広場の花時計�阪急芦屋川駅北側広場の花時計�

お家の花飾りお家の花飾り(松ノ内町松ノ内町)お家の花飾り(松ノ内町)お家の花飾りお家の花飾り(春日町春日町)お家の花飾り(春日町)

西浜公園西浜公園�西浜公園�
芦屋中央線の芦屋中央線の�
ハナミズキハナミズキ�
芦屋中央線の�
ハナミズキ� 業平公園業平公園�業平公園�

9ch
広�
報�

番�
組�
ガ�
イ�
ド�

レ�
ビ�
テ�

あしやＮＯＷ (＊)「市長と語る新春座談会  ～芦屋について  夢について～」

リピート９ch＜芦屋市民企画番組 (＊)【再放送】＞

        　　「子どもを守る地域の取り組み」(平成13年11月放送)

広報とりっきり(＊)  いっしょに歌いましょう(ふるさと)・

　　　　　　　　　「芦屋能・狂言鑑賞の会」「福祉もちつき大会」

あしやリポート　　「中学校外部指導者」

お知らせ文字放送　「救急当番医」「芦屋市の相談窓口」

西宮ライブラリー　ふるさと昔話「湯川秀樹と苦楽園」

ニッポンみたまま(30分)「大地震から命を守る～住宅耐震化のススメ」

1／1　（６:00～）～1／14　（～24:00）

１
時
間
目

２
時
間
目

開始時刻

00

30

50

00

15

20

30

■放送時間　６：00～24：00(上記の順に毎朝６時から２時間サイクルで９回繰り返し放送します)

■(＊)印の番組はビデオの貸出可 ■広報チャンネル(９ch)に関する問い合わせ　広報課　138-2006

■CATV全般に関する問い合わせ　 ㈱ケーブルネット神戸芦屋(J-COM Broadband神戸・芦屋)　70120-13-8160

①  6:00

②  8:00

③10:00

④12:00

⑤14:00

⑥16:00

⑦18:00

⑧20:00

⑨22:00

サクソフォン四重奏団
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●芦屋市特定疾病療養補助金
　下記の疾病があり、芦屋市に引き続き
６カ月以上住所を有するかたに、年２回、
認定された月分から月額5,000円を支給し
ます。対象疾患に該当する病名の診断を
受けたときに認定申請手続きを行ってく
ださい。認定前の期間は、補助対象とは
なりません。詳細は保健センターへ。
＜入院時に対象となる疾患＞
溶血性貧血、肺線維症、特発性心筋症、
免疫不全症候群、メニエル病、脳脊髄血
管異常、慢性腎炎、慢性膵炎、難治性肝
炎のうち肝硬変、および慢性肝炎
＜通院時に対象となる疾患＞
橋本病、突発性難聴、シモンズ・シーハ
ン病、クッシング病および尿崩症、ネフ
ローゼ症候群、悪性腎硬化症
＜手続き＞
①認定を受けてください
保健センターに“特定疾病療養補助金認
定申請書”(医師の証明が必要)を提出し
てください。内容を確認した上で、該当
されるかたに認定通知書を発行します。
②請求が必要です
年２回、医師の証明が必要な“補助金請
求書”を送付します。医療機関で対象疾
患の入院月または、受診月の証明を受け、
提出してください。該当月の補助金が支
給されます。

●献血にご協力を
�１月27日(火)10時～12時、13時～15時
30分　�保健センター
　

●アルコール依存症家族会
�１月９日(金)10時～12時　�アルコー
ル問題で悩んでいる家族(要予約)　�＆
�＆�芦屋健康福祉事務所　

ち ほう

●あじさいの会(痴呆性老人家族会)
�１月19日(月)13時30分～15時30分　�
痴呆性老人を介護している家族※託老希
望のかたは事前にご連絡ください　�大
原デイサービスセンター　�＆�芦屋健
康福祉事務所

　空閑地の管理が不十分ですと、ごみの
不法投棄や蚊の発生等でご近所に迷惑を
かけることに
なります。雑
草等の手入れ
がまだのかた
は、早急に対
応していただ
くようお願い
します。

項　目
試験日

天　　　　　　候
気　　　温 （℃）
検　水　名
水　　　温 （℃）
Ｐ　　　Ｈ
Ｓ　　　Ｓ（mg/R）
Ｂ　Ｏ　Ｄ（mg/R）
大腸菌群数（個/p）

備　　　　　　考

「下水」の水質検査結果 下水処理場132-1291

用語の説明【ＰＨ】水素イオン濃度。酸性度を示し７が中性。
７より大きいほどアルカリ性が、小さいほど酸性が強い【Ｓ
Ｓ】不溶性の固形物。水質汚染の原因になる【ＢＯＤ】生物化
学的酸素要求量。数値が高いほど有機物が多い。

平成15年11月19日（水）
活性汚泥
法処理に
よる基準

5.8～8.6
70以下
20以下
3,000以下

前　日　晴　れ
前々日　晴　れ

前　日　晴　れ
前々日　曇　り

　

曇　り
16.0

晴　れ
12.6

流入水
　20.9
　　6.8
　117
　159
58,000

処理水
　21.9　
　　6.4　
　3　
　　1.2　
　0　

流入水
　20.1
　　7.0
　   75
　   96
71,000

処理水
　20.9　
　　6.2　
　2　
　　0.1　
　0　

平成15年12月3日（水）

芦屋健康福祉事務所（芦屋保健所）
内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

親と子の心の健康相談
　　　　　  （予約制）

13日
13：30～14：30

子育ての悩み、ことばの遅れ、しつけ相談
（無料）

こころの相談（予約制） 20日
13：30～14：30 老人の痴呆、うつ等専門医の相談（無料）

検便（赤痢等） 毎週月・火・水曜日
9：00～12：00

各菌ごと480円　
サルモネラ菌検査のみ月、火受付

専門栄養相談（無料）6・13日
10：00～12：00専門栄養相談（予約制）

1/1  s 2 /5

132-0707　国道2号線業平橋東へ150m

毎週月・火・水曜日
9：00～12：00

一般4,600円
特殊項目2,400円

水質検査
（特殊項目は要予約）

16日
13：00～14：00

検査項目、検査数により
費用額変動（有料）

一般健康相談（予約制）
事業所検診（予約制）

16日
14：00～14：30

HIVのみ匿名検査は無料　証明書が必要なかた
は有料　検査数により費用額変動

HIV、HCV、Hbs検査
　　　　　　（予約制）

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他
ツベルクリン反応検査
ツ反判定・BCG接種

妊婦お産の相談室（予約制）

新生児訪問指導

育児相談

なかよし育児教室（予約制）

4カ月児健康診査

1歳児健康診査

妊娠や母乳の相談（無料）

出生連絡票返送者　発育・母乳・育児相談（無料）

乳児、母子手帳持参  身体測定  子育て相談（無料）

6～7カ月児  母子健康手帳持参（無料）

H15.9.1～15生まれ
H15.9.16～30生まれ

（無料）

H15.1月生まれ（無料）

保健センター 　131-1586　阪神芦屋駅から北へ200m

19日　13：30～15：30

随時

委託医療機関で実施

29日　9：30～10：30

26日　9：45～11：30

6・27日  13：15～14：00
場所：芦屋健康福祉事務所

1歳6カ月児健康診査 15・22日  13：15～14：00
場所：保健センター

3歳児健康診査 H12.9月生まれ（無料）8日　13：15～14：00
場所：芦屋健康福祉事務所

アレルギー相談（予約制） アトピー性皮膚炎、喘息等の相談（無料）19日・2/2　9：30～11：00

アレルギー健診（予約制）

在宅ねたきり予防訪問指導 在宅で40歳以上の療養者（無料）

在宅ねたきり者歯科訪問指導 在宅で60歳以上の寝たきり、準ずるかた（無料）

随時、保健センター
にお申し込みください

市民健診
（肺がん検診40歳以上）

16歳以上→胸部X線・血圧・検尿（無料）
40歳以上→前記の他 心電図・血液検査（400
円）・歯科検診　妊婦→血液検査（予約制）

肝炎ウイルス検診 40・45・50・55・60・65・70歳のかた（1000円）

健康チェック（予約制） 35歳以上（生活習慣予防11項目5500円）3月分予約受付中

骨粗しょう症検診（予約制） 20歳以上（1000円）　超音波法1月分予約受付中
9：30～10：00

栄養相談（予約制） 小児から高齢者まで生活習慣病ほか（無料）20日　9：30～11：00

健康相談（予約制） 成人を対象に医師による相談（無料）6・27日
13：00～15：00

胃がん検診（予約制） 35歳以上（1000円）8・15・19・22・26・29・
2/2・5　9：15～10：30

子宮（頚部）がん検診
乳がん検診

30歳以上。子宮がん（1000円）
乳がん（400円）

随時（医療機関で診療
時間の午前中）

大腸がん検診 40歳以上（800円）、採取容器を渡し、とり方
の説明

受付随時　提出日：6・13・
20・27・2/3　午前中

※市民健診、各種がん検診は70歳以上無料（要認印）

貧血検査 16歳以上（130円）

9日
9：30～10：30

歯周病予防教室 21日　13：00～14：30
場所：歯科医師会館

歯の無料相談等

　血液検査前
　4時間絶飲絶食（ ）

小児を対象に医師による健診（無料）16日　13：00～14：00

H14.7.1～15生まれ
H14.7.16～31生まれ

（無料）

●芦屋病院マチネーコンサ－ト
�１月11日(日)14時30分～15時30分　�
芦屋病院外来棟５階ホ－ル　�バイオリ
ンとピアノのコンサート　�村越伸子、
村越知子　�総務課管理担当

●糖尿病教室
�１月９日(金)13時30分～15時　�芦屋
病院南病棟１階講義室　�三大合併症　
�院内講師　�総務課管理担当

●栄養指導講習会
　－耐糖能異常(糖尿病)予防教室－
�＆�＆�①１月28日(水)13時30分～16
時「耐糖能異常(糖尿病)予防について」／
松葉医院・松葉光史院長、「血糖値が高い
人の食事について」／保健センター・名村
管理栄養士、②１月29日(木)13時30分～
16時「楽しく続けられるウォーキング～知
っておきたい運動の効果と注意点～」(運
動のできる服装で)／文化振興財団・松永
トレーニング指導士、③１月30日(金)10
時～12時30分「耐糖能異常(糖尿病)予防の
ヘルシーメニュー」調理実習(材料費600円、
エプロン・ふきん・三角巾持参)／保健セ
ンター・名村管理栄養士ほか　�①保健セ
ンター②体育館・青少年センター③市民
センター料理室　�健康診査で血糖値が
少し高いかた30人(要予約)※受講終了者
は、６カ月間の運動教室に参加できます
�＆�保健センター

●プレおや教室(母親学級)～前期クラス～
�＆�①２月４日(水)13時30分～15時30
分「妊娠中の気持ちを話し合おう、自己
紹介」「簡単にできる妊婦体操」「妊娠
中起こりやすい異常とその予防」、②２
月18日(水)９時30分～12時「調理実習と
栄養士の食事診断～塩分を控えた貧血予
防の食事づくり～」、③２月25日(水)13
時30分～15時30分「健康な歯の母と子に
なる歯科検診と個別相談」　�①③保健
センター②市民センター調理室　	母子
健康手帳　
1,000円(テキスト代、材料
費)　�25人(予約制)　�保健センター

●プレおや教室(母親学級)～沐浴クラス～
�１月17日(土)９時30分～11時30分　�
「赤ちゃんのお風呂の入れ方」「父親と
してできることを考えよう」　�保健セ
ンター　	母子健康手帳、テキスト　

テキスト代200円(無いかたのみ)　�20組
(予約制)　�保健センター

●アレルギー教室
　花粉注意報～今年の大量飛散に向けて
�１月30日(金)13時30分～15時30分　�

芦屋病院・吉村史郎耳鼻咽喉科部長　�30
人。予約制(託児あり)　�＆�保健センター

芦屋健康福祉事務所(芦屋保健所)
132-0707

空閑地の適正管理にご協力を
環境管理課　138-2050

ごみを不法投棄された空閑地

■日曜・祝日救急当番医 ●内科・小児科　９：００～１７：００
　　　　休日応急診療所 1２１－２７８２
(芦屋市医師会医療センター内、公光町5-13 １階）

●歯科　９：００～１２：００
　　　　芦屋市歯科医師会 1２３－６４７１
１/１　あらまき歯科医院 1３４－６４８３
１/２　いけだ歯科 1３５－４１８２
１/３　上住歯科医院 1３４－１５６０
１/４　岡歯科医院 1２２－０１３９
１/11　歯科松木医院 1２３－８８１１
１/12　シーサイド溝井歯科 1３２－１００８
１/18　聖愛歯科医院 1３２－０３５６
１/25　吉川歯科医院 1３２－６１７８
２/１　若林歯科 1２２－４８８２

●夜間在宅輪番　(　)内は診療科目
＊１月２日を除き、金曜日20時～23時は下記のとおり。
１/９　林整形外科外科医院(整、外)1３２－８８８０
１/16　大森医院(内) 1３２－３９９７
１/23　吉龍医院(外、内) 1３２－２８５５
１/30　鈴木小児科(小) 1３４－０７６６
２/６　芦屋橋本クリニック(内、透)1２１－３１３１
＊金曜日23時～翌日７時、１月２日および金曜日以外の
　20時～翌日７時は南芦屋浜病院(1２２－４０４０)
●耳鼻咽喉科・眼科の急病診療
　診療日…日曜・祝日、９時～16時
　場所…尼崎医療センター
　　　　（尼崎市水堂町3-15-20　106-6436-8701）

カン
ビン・ペットボトル
カン
その他不燃ごみ

×印は非回収日日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

＊町ごとに決められた曜日に出してください

3カ月～4歳未満（母子健康手帳・申し込み
書・体温計・無料）

26・28日
13：30～14：30

1月不燃ごみ　収集カレンダー
環境サービス課　122-2155

芦　屋　病　院
131-2156

保 健 セ ン タ ー
131-1586
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●凡例…�日時(日程)、�会場・場所、�内容、�対象・定員、�講師、�出演、�費用(記載の無い催しは無料)、�持ち物、	申し込み、
問い合わせ

◆毎月第２火曜日は公正証書相談の日
�１月13日(火)13時～16時　�遺言書、
金銭貸借・土地建物賃貸借契約書等

お困りです課(138-5401)

◆リサイクル教室のお知らせ
�古ぎれで作る『巾着袋』　�１月19
日(月)13時30分～15時30分　�分庁舎２
階中２会議室　�表布・裏布35cm×
35cm、裁縫道具　�材料費(100円程度)
	＆
消費生活センター(138-2179)

◆女性センターのお知らせ

＆�女性センター(138-2023)
【女性の悩み相談(要予約)】
�夫婦・家族関係など　�毎週金曜日13
時～16時　	予約専用電話(138-2022)
【暴力(ＤＶ)に関する相談(要予約)】
�夫や親しい男性からの暴力(ＤＶ)など
�毎月第１水曜日13時～16時(祝日の場
合は翌週)　	予約専用電話(138-2022)
【女性センターミニ展示】
�「なかにし和子　広報あしや表紙絵原
画」展　�１月６日～29日(土・日・祝
日除く)９時～17時

◆上宮川文化センター／児童センターの催し
�＆
上宮川文化センター(122-9229)
【ひよこひろば】
�１月15日・29日(木)13時30分～14時30
分　�親子での自由遊び等　�２歳児(平
成15年４月１日現在)と保護者、各16組(先
着)　	１月14日(水)９時30分から電話で
【親子ひろば見学会】
　来年度の親子ひろば入級希望者の見学
を受付中。対象は３歳児(平成16年４月
１日現在)と保護者。詳細は電話で
【シネポケット“ひゅーまん”】
�＆�１月14日「アイ・アム・サム」
／21日「生きたい」／28日「アラバマ
物語」(いずれも水曜日)13時30分～　
�30人(当日先着順)

◆障害福祉課からのお知らせ

障害福祉課(138-2043/FAX38-2178)
【身体障害者移動相談】
�１月30日(金)９時30分～　�川西市役所
�身体障害者手帳所持の肢体不自由者
【１月障害者相談日】
�１月９日、16日、23日(いずれも金曜日)
13時30分～15時30分　�９日：知的障害、
その他：身体障害　�福祉事務所相談室
(市役所南館１階)。電話相談も可

◆保育所入所児童の受け付け
�４月から入所を希望する児童の受け付
け　�市内在住で、保護者が就労などの
ため保育できない家庭の平成10年４月２
日から平成15年12月２日までに出生の児
童　	１月６日～22日(土・日・祝日除
く)９時～17時15分に児童課へ＊現在入所
されているかたには必要書類の提出等を
別途通知します　
児童課(138-2045)

◆【芦屋市特定優良賃貸住宅】入居者募集
この住宅は、家賃補助が受けられます。
①ライブウエスト東山(東山町27-7)②エ
クセル芦屋(業平町2-8)③芦屋セゾン伊
勢(伊勢町3-14)④タウンハウス芦屋川(西
山町5-5)⑤芦屋セゾン業平(業平町5-18)
�(収入基準により決定します)①91,800
円～、②99,200円～、③101,400円～、④
107,200～、⑤105,100円～　�入居予定
の家族全員の合計所得が基準に該当する
かた　	＆
所得を証明できる書類と印
鑑を都市整備公社(138-2110)へ持参。詳
細はホームページ(http://www.ashiya-
tosi-seibi.or.jp)でもご覧になれます

◆都市整備公社みどりの課からのお知らせ

都市整備公社みどりの課(138-2103)
【緑の相談所１月の開設日】
　１月７日(水)から平常どおり開設しま
す。通常の開設日は毎週水・金曜日と第
１・第３月曜日の各９時～12時です。１
月は７日(水)・９日(金)・14日(水)・16
日(金)・19日(月)・21日(水)・23日(金)
・28日(水)・30日(金)に開設します。
【花と緑の講習会開催のお知らせ】
�①冬季における植物の管理②プリザー
ブドフラワーで作るテーブルアレンジ③
かわいい花でつくる早春の寄せ植え　�
①１月21日(水)13時～15時②１月24日
(土)10時～12時③１月26日(月)13時～15
時　�緑の相談所　�緑の相談員　�
①無料②3,500円③2,000円　�①40人②
20人③18人(先着順)　	①③１月19日
(月)②１月16日(金)までに上記へ

◆教育委員会総務課からのお知らせ

教育委員会総務課(138-2085)
【私立、国立・県立小・中学校へ入学す
　る児童・生徒の届け出】
　私立または国立・県立の小・中学校へ
入学されるかたは、事前に届け出が必要
です。入学許可書を持って教育委員会総
務課へお越しください。
【外国人で市立小・中学校へ入学を希望
　されるかたへ】
　外国人のかたで、市立小・中学校に入
学(新１年生を含む)を希望されるかたは、
子どもの外国人登録証明書と印鑑を持っ
て教育委員会総務課へお越しください。

◆学校教育課からのお知らせ

学校教育課(138-2087)
【学習状況調査および生活・意識調査を
　実施します】
　児童・生徒の学習内容の習得状況を把
握する「学習状況調査」と、学習に対す
る意識等を調査する「生活・意識調査」
を市立小学校５年生と市立中学校２年生
に行います。調査結果から児童・生徒の
学習状況や学習に対する意識等を把握し、
今後の指導方法・指導内容の改善に役立
てます。市全体の結果を公表します。
�小学校：１月20日(火)、21日(水)、中
学校：１月15日(木) �小学校：国・
社・算・理、中学校：国・社・数・理・
英、小中共通：生活・意識調査
【第24回  芦屋市学校保健大会】
�１月22日(木)13時30分～(13時開場)　
�市民センター401室　�講演「心と体
の健全な発達と脳のはたらき」　�高田
哲氏(神戸大学医学部教授)

◆芦屋市人権教育研究大会～分科会～
�１月14日(水)15時30分～17時　�市民
センター本館・別館　�学校園・ＰＴＡ
・社会教育からの実践報告※当日直接会
場へ。保育あり　
芦屋市人権教育推進
協議会(生涯学習課内　138-2091)

◆公民館の催し

公民館(135-0700/FAX22-6924 〒659-
0068 業平町8-24)
【文学に親しむつどい】
�１月26日(月)13時30分～15時　�市民
センター301室　�芭蕉の「おくのほそ
道」と蕪村の「おくのほそ道」　�堀信
夫氏（大阪樟蔭女子大学教授）　�100
人(当日直接会場へ)
【パソコン講習会受講生募集】
�①１月23日(金)・30日(金)10時～11時
50分、②１月23日(金)・30日(金)13時10
分～15時(全２回)　�名前シールなど
「便利な小物」作り　�各16人　�1,200
円(教材費)　	はがきかファクスで希望
の講習会番号・住所・氏名・電話番号を
書いて１月９日(金)までに公民館へ。当
選者にのみ、はがきで連絡します

◆普通救命講習会
�１月24日(土)13時30分～16時30分　�消
防本部２階会議室　�心肺そ生法、大出
血時の止血法等。受講者に「修了証」を
交付　�救急救命士・救急隊員　�先着
30人。グループの申し込みは随時受付
	＆
消防本部警防課救急担当(132-2345)

◆スポーツ振興課の催し

文化振興財団スポーツ振興課(131-8228)
【ダイエットトレーニング】
�１月28日～３月24日の祝日除く水曜日
全８回、13時～14時30分　�体育館・青
少年センター　�運動プログラムによる
痩身　�10,000円　�６人　	１月６日
～10日の11時～20時30分に電話で上記へ。
希望多数は抽選。当選者へ郵送で通知
【１月の体力測定会】
�１月18日(日)13時30分～、14時30分～、
15時30分～、16時30分～　�体育館・青
少年センター　�前回測定から半年以上
経過したかた。12人　	＆
１月６日
(火)10時より上記へ　

◆図書館の催し

図書館(131-2301)
【こどもおはなしの会・絵本の会】
�１月10日、17日、24日、31日(いずれも土
曜日)14時～15時　�図書館　�３歳以上
【打出分室こどもおはなしの会】
�１月10日(土)15時～15時30分　�打出
教育文化センター・和室　�４歳以上
【金曜シネサロン】
�＆�１月９日「マルタの鷹」／16日
「カサブランカ」／23日「キー・ラー
ゴ」／30日「裸足の伯爵夫人」(いずれも
金曜日)13時30分～　�図書館・集会室

◆国際交流協会(ACA)の催し

国際交流協会(134-6340)
【第80回ACAトワイライトコンサート：Happy
　New Year＜アンサンブルWa・和・環＞】
�１月16日(金)18時～19時　�ラ・モー
ル芦屋１階広場　�100人(直接会場へ)
【第25回ティータイムセミナー：シルク
　ロードの光と影(お茶・お菓子付き)】
�１月10日(土)14時～16時　�ＡＣＡ　
�山田勝久氏(大阪教育大学教授)　�会
員500円、非会員1,000円　�30人(要予約)

◆社会福祉協議会の催し

社会福祉協議会(132-7530)
【子ども映画会：モンスターズ・インク】
�１月18日(日)①10時30分～②13時30分
～　�市民センター音楽室　�協力券
100円(社会福祉協議会で配布)
【高齢者こころの相談・健康相談】
�１月14日(水)、15日(木)14時～16時　
�福祉会館
【お茶のみ友達相談】
�１月17日(土)９時30分～11時30分　�
福祉会館　�男性60歳、女性55歳以上
の独身のかた

◆税理士による「税金無料相談会」
�１月13日(火)10時～12時、13時～16時
�所得税(譲渡を含む)、相続(贈与)税等の
相談　�＆
芦屋納税協会(131-5318)

◆県立こばと聾学校幼児募集
�保育相談部(１～２歳児)と幼稚部(３
～５歳児)いずれも若干名　�受付期
間：１月８日～２月10日、入学面接日：
２月12日(木)９時30分～14時30分　
兵
庫県立こばと聾学校(10798-53-5061 〒
663-8001　西宮市田近野町8-8)

◆放送大学学生募集
�教養学部・大学院修士　	＆
電話
(0120-864-600)かファクス(043-211-8351)、
ホームページ(http://www.u-air.ac.jp/hp)
で資料請求し２月29日(日)までに放送大
学兵庫学習センター(1078-805-0052)へ

◆阪養学習発表会を開催します
�１月31日(土)10時～14時　�舞台発表、
作品展示・販売　�＆
県立阪神養護学
校(10798-52-6868 西宮市田近野町11-7)

11/10～12/４までの受入順(敬称略)
福祉部総務課取り扱い分
[社会福祉のため]
●紙オムツ56枚、匿名
[震災遺児のために]
●５千円、匿名
公園緑地課取り扱い分
[市の公園緑化推進のため]
●50万円、ダイア建設㈱大阪支店
教育委員会総務課取り扱い分
[教育振興のため小・中学校へ]
●300万円、池内清
学校教育課取り扱い分
[市立幼稚園・保育所等へ]
●春咲き球根4,250球、芦屋ライオンズクラ
ブ・芦屋東ライオンズクラブ・芦屋業平ラ
イオンズクラブ・芦屋ハーモニーライオン
ズクラブ・芦屋クオリティークラブ
[朝日ヶ丘幼稚園へ]
●砂場の砂、芦屋建設事業協同組合・市
内建設関係業者14社
社会福祉協議会取り扱い分
●５千円、芦屋市消費者協会●３万円、
大西菊松

ラポルテ市民サービスコーナー(ラポ
ルテ本館３階131-3130)は、１月１日
から４日は休業します。開業日の執務
時間は９時～17時15分です。９時～10
時は東側階段かシースルーエレベータ
ーをご利用ください。

【浜風の家の催し】
�①１日工作教室～ビーズのアクセサ
リー②コンピューター講座～カレンダー
③絵本のよみきかせ会④第44回浜風コン
サート・甲陽音楽学院コンサート　�①
10日(土)13時30分～15時②21日(水)13時
30分～14時45分③25日(日)10時30分～④
31日(土)14時～15時、①②は要予約。詳
細は右記へ　�＆
浜風の家(135-5700)

【阪神・淡路大震災復興９周年事業】
①芦屋市民オペラ「こうもり」
�１月17日(土)18時～　�ルナ・ホール
�2,500円(文化振興財団、モンテメール
大畜で販売。当日券は販売しません)　

松本(132-2044)
②新春邦楽コンサート
　～震災遺児奨学金義援チャリティ
�１月25日(日)13時～16時　�ルナ・
ホール　
谷林(10798-26-3381)

【丹波の朝採り有機野菜市】
�１月７日(水)・21日(水)10時～　�＆

ワークホームつつじ・藤川(122-7044
西宮市郷免町4-1)

【新春チャリティフェスティバル】
�１月24日(土)14時～　�ルナ・ホール　

芦屋ハーモニーライオンズクラブ(135-8448)

【芦屋市民ゴルフデー】
�１月14日(水)・23日(金)、２月12日
(木)・27日(金)、３月10日(水)・26日(金)
�市内在住在勤で満20歳以上、先着120人
�10,410円(キャディ付／税別)　	＆

往復はがき(４人まで)に住所、氏名、電
話番号、生年月日、希望日を明記し、希
望日の10日前までに芦屋カンツリー倶楽
部(131-0501 〒659-0002 奥山1-25)へ

【よみうり読書芦屋サロン＆プレビュー】
�①芦屋サロン：第25回川端康成賞受賞
作家・村田喜代子氏を囲んで、②芦屋プ
レビュー：映画「ラブ・アクチュア
リー」試写会　�１月①30日(金)14時～、
②28日(水)18時30分～　�ルナ・ホール
�①300人、②300組600人　	＆
はが
きに住所、氏名、年齢、職業、電話番号
を明記し１月①22日(木)②20日(火)まで
に読売新聞大阪本社(〒530-8551、住所不
要)①芦屋サロン係(106-6881-7190)②芦
屋プレビュー係(106-6366-1847)へ

寄　　　付
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体育館・青少年センター競技場開放日
�１月10日(土)10時～17時(１時間単
位)　�市内の青少年、保護者(小学校
３年生以下保護者同伴)　�卓球、バド
ミントン　�上履き　
体育館・青少
年センター(131-8228)
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(

庁
舎)

で
あ
り
、
管
内
の
行
政
や
郡
内
取

り
締
ま
り
を
任
と
し
ま
し
た
。

し
と
う
か
ん
せ
い

か
　
み

す
　
け

じ
ょ
う

　
郡
司
は
四
等
官
制(

大
領
・
少
領
・
主
政
・

さ
か
ん

主
帳)

か
ら
成
る
地
方
官
僚
で
あ
り
、
主
と

し
て
在
地
豪
族
か
ら
選
ば
れ
、
任
期
は
終
身こく

を
原
則
と
し
、
そ
の
任
用
に
際
し
て
は
、
国

し司
の
推
薦
に
よ
っ
て
い
ま
し
た
。
菟
原
郡
の

場
合
、
管
轄
里
数
八
〜
十
一
の
中
郡
に
属
す

る
た
め
、
そ
の
任
用
数
は
大
領
一
名
、
少
領

一
名
、
主
政
一
名
、
主
帳
一
名
の
定
数
と
な

ぐ
ん
り
ょ
う

り
ま
す
。
大
領
・
少
領
の
郡
領
は
郡
内
を
治

め
、
行
財
政
全
般
と
司
法
の
一
部
を
主
担
し
、

主
政
は
郡
内
の
取
り
締
ま
り
、
公
文
書
の
審

査
、
事
務
の
監
督
、
主
帳
は
文
案
作
成
な
ど

の
政
務
を
分
担
し
ま
し
た
。
役
所
内
を
例
に

と
れ
ば
、
市
長
―
助
役
―
総
務
部
長
―
文
書

行
政
課
長
と
い
っ
た
ラ
イ
ン
と
よ
く
似
て
い

ま
す
。

　
さ
て
、
寺
田
遺
跡
か
ら
は
近
年
、
「
大

領
」
「
少
領
」
と
記
さ
れ
た
須
恵
器
が
出

土
し
、
脚
光
を
浴
び
ま
し
た
。
八
世
紀
の

奈
良
時
代
に
は
菟
原
郡
衙
が
芦
屋
の
土
地

に
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
で
す
。
周
辺
で
は
、
郡
衙
付
属
寺

た
い
り
ょ
う

院
や
大
領

し
ょ
く職
建
立
寺

院
の
可
能

性
を
持
つ

芦
屋
廃
寺

が
あ
り
、

さ
ら
に
交

通
拠
点
と

し
て
の
芦

う
ま
や

屋
駅
が
ひ

か
え
ま
す
。

郡
司
の
中

で
も
長
官

級
に
当
た

る
大
領
と

次
官
級
に

な
る
少
領

の
二
人
の

食
器
が
一

度
に
同
じ

場
所
か
ら

出
土
し
た

意
味
を
今

後
追
求
し

て
い
か
ね

ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
登
場
し

た
菟
原
郡
に
は
、
ど
の
く
ら
い
の
人
々
が

住
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
神
戸
市
中

央
区
以
東
、
西
宮
市
の
夙
川
以
西
の
甲
南

の
平
野
部
で
は
、
そ
れ
を
実
感
で
き
る
古

代
の
集
落
も
数
多
く
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
正
倉
院
文
書
』
で
八
世
紀
段
階
の
戸

籍
を
見
て
み
ま
す
と
、
戸
口
は
平
均
二
○

〜
三
○
人
で
、
五
十
戸
一
里
の
編
成
と
な

れ
ば
、
お
お
よ
そ
千
人
。
郡
全
体
で
は
八

郷(

里)

約
八
千
人
の
粗
い
計
算
に
な
り
ま
す
。

在
地
の
首
長
層
か
ら
選
出
さ
れ
た
郡
司
た

ち
は
、
勧
農
や
徴
税
な
ど
の
民
政
、
裁
判

権
な
ど
も
保
持
し
て
民
を
治
め
、
菟
原
郡

の
地
方
政
治
を
進
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
う
し
ょ
う

＊
倭
名
類
聚
抄

　
―
　
平
安
時
代
の
日
本
最
初
の
分
類
体

系
に
基
づ
く
漢
和
辞
書

●
小
西
　
松
甫(

こ
に
し
・
し
ょ
う
ほ)

氏

昭
和
二
十
五
年(

一
九
五
〇)

、
芦
屋
市

生
ま
れ
。

　
四
歳
か
ら
、
み
や
び
流
押
絵
・
初
代
家

元
の
小
西
絹
甫(

曾
祖
母)

、
二
代
目
の

母
に
押
絵
を
学
ぶ
。
現
在
、
芦
屋
・
大

阪
・
東
京
の
四
教
室
の
副
主
宰
者
と
し

て
活
動
。
約
百
五
十
人
の
門
下
生
と
共

に
梵
字
に
よ
る
「
押
絵
両
界
曼
荼
羅
」

や
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
犠
牲
者
を
鎮

魂
す
る
「
押
絵
千
体
地
蔵
」
の
大
額
を

制
作
し
た
。
ま
た
、
伝
統
的
な
題
材
や

作
風
と
は
別
に
、
現
代
テ
ー
マ
と
素
材

を
追
求
。
押
絵
作
品
を
日
常
生
活
の
中

に
広
げ
た
。

今
春
、
初
の

著
書
「
楽
し

い
押
絵
あ
そ

び(

仮
題)

」

を
刊
行
予
定
。

う
諦
め
か
け
て
い
た
ゲ
ー
ム
を
何
度
も

ひ
っ
く
り
返
し
、
皆
さ
ん
も
涙
を
ず
い
ぶ

ん
流
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
も
、
何

度
選
手
を
抱
き
し
め
た
こ
と
か
…
そ
う
い

う
一
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
当
な
ら
ば
、
優
勝
報
告
会
の
席
上
で

日
本
一
の
報
告
を
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、

そ
れ
は
残
念
な
が
ら
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
選
手
に
は
「
胸
を
張
っ

て
地
元
に
帰
れ
」
と
、
最
後
の
私
の
言
葉

を
贈
り
ま
し
た
。
日
本
一
に
は
な
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
阪
神
フ
ァ
ン
は
必
ず
や
選

手
た
ち
を
こ
こ
ろ
よ
く
、
大
き
な
気
持
ち

で
喜
ん
で
迎
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
、
確

信
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
私
も
、
昨
年
は
ず
い
ぶ
ん
涙
を
流
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
の
頼
り
な
い
、
だ
ら
し
な
い
、
い
つ

も
皆
さ
ん
に
期
待
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら

裏
切
り
続
け
て
き
た
タ
イ
ガ
ー
ス
の
選
手

が
、
こ
ん
な
に
立
派
に
成
長
し
た
と
。
そ

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

「
じ
ゃ
、
ま
た
来
月
ね
」

「
う
ん
、
楽
し
か
っ
た
わ
ぁ
」

　
二
年
ほ
ど
前
か
ら
、
と
て
も

心
待
ち
な
昼
食
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。
月
一
回
、
私
が
上
京
す

る
の
に
合
わ
せ
、
関
東
に
住
む

精
道
小
学
校
の
同
窓
生
が
、
品

川
の
ホ
テ
ル
に
集
ま
っ
て
く
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
名

づ
け
て
「
品
プ
リ
ラ
ン
チ
」
の

会
。

　
家
庭
に
、
仕
事
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
場
で
輝
く
多
彩
な
メ
ン

バ
ー
は
、
み
ん
な
芦
屋
市
立
精

道
小
学
校
の
昭
和
三
十
六
年
度

卒
業
生
で
す
。

　
再
会
の
き
っ
か
け
は
、
三
年
前
に

芦
屋
で
開
か
れ
た
精
小
同
窓
会
。
そ

の
会
へ
の
お
誘
い
も
、
思
い
が
け
な

い
「
東
京
発
」
の
電
話
で
し
た
。

　
手
際
よ
く
「
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
を
立
ち
上
げ
て
く
れ
た
友
の
お

か
げ
で
、
い
ま
だ
に
毎
日
ネ
ッ
ト
交

流
が
続
き
、
近
く
に
い
な
が
ら
あ
ま

り
接
す
る
機
会
の
な
か
っ
た
幼
な
じ
み
と

た
た

も
お
互
い
の
頑
張
り
を
称
え
合
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。
卒
業
時
か
ら
四
十
年
も
過
ぎ

ま
す
と
、
同
期
生
の
大
半
は
芦
屋
を
離
れ
、

そ
の
中
で
私
な
ど
は
数
少
な
い
芦
屋
っ
子
。

遠
く
に
い
る
友
ほ
ど
「
心
の
芦
屋
」
を
強

く
持
ち
、
人
・
街
・
自
然
を
愛
す
る
気
持

ち
を
熱
っ
ぽ
く
語
る
時
、
地
元
に
い
る
者

と
し
て
の
責
任
を
感
じ
ま
す
。

　
み
や
び
流
押
絵
は
、
創
流
か
ら
今
年
で

百
十
七
年
を
迎
え
ま
す
。

　
古
風
に
見
ら
れ
が
ち
な
押
絵
の
世
界
。

そ
こ
に
、
同
世
代
の
よ
き
理
解
者
を
い
っ

ぱ
い
い
た
だ
き
、
ま
た
異
業
種
で
活
躍
す

る
友
か
ら
は
思
い
が
け
な
い
ア
イ
デ
ィ
ア

を
授
か
り
、
私
の
押
絵
の
世
界
が
ぐ
ん
と

広
が
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
内
と
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

い
ま
や
私
の
押
絵
創
り
に
と
っ
て
欠
か
せ

な
い
存
在
な
の
で
す
。

　
振
り
返
れ
ば
、
こ
の
同
窓
ネ
ッ
ト
誕
生

と
時
機
を
同
じ
く
し
て
、
そ
れ
ま
で
大
阪

中
心
だ
っ
た
作
品
展
を
、
二
年
前
か
ら
毎

年
芦
屋
で
開
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
文
化
の
担
い
手
の
一
人
と
し
て
、
友
た

ち
の
熱
い
思
い
を
背
中
に
感
じ
な
が
ら
、

私
の
押
絵
ミ
ヤ
ビ
ズ
ム
を
地
元
か
ら
発
信

し
続
け
た
い
と
願
う
初
春
を
迎
え
ま
し
た
。

し
て
、
皆
さ
ん
に
こ
ん
な
に
大
き
な
喜
び

を
与
え
た
と
…
。
こ
の
よ
う
な
選
手
と
一

緒
に
や
れ
て
、
私
は
も
の
す
ご
い
幸
せ
な

男
だ
な
と
、
そ
ん
な
感
じ
が
し
ま
す
。

　
二
年
間
と
申
し
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て

は
す
ご
く
長
く
思
え
ま
し
た
。
特
に
、
昨

年
六
月
ご
ろ
か
ら
、
優
勝
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
も
申
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
ひ
っ
く
り

返
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
な
と
。
芦
屋
ど

こ
ろ
か
、
日
本
中
の
ど
こ
に
も
住
め
な
く

な
る
。
そ
ん
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
、

戦
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
も
、
す
べ
て
選
手
が
心
地
よ
く
解

き
ほ
ど
い
て
く
れ
ま
し
た
。
タ
イ
ガ
ー
ス

で
の
二
年
間
と
い
う
も
の
は
、
私
の
人
生

に
と
っ
て
は
本
当
に
大
き
な
数
ペ
ー
ジ
で

は
な
い
か
な
と
、
そ
ん
な
気
が
し
ま
す
。

　
タ
イ
ガ
ー
ス
と
の
縁
で
芦
屋
に
住
み
始

め
た
私
で
す
が
、
ず
っ
と
タ
イ
ガ
ー
ス
に

い
る
限
り
、
こ
の
芦
屋
に
住
み
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

●
星
野
　
仙
一(

ほ
し
の
・
せ
ん
い
ち)

氏

　
昭
和
二
十
二
年

(

一
九
四
七)

、

岡
山
県
倉
敷
市

生
ま
れ
。
昭

和
四
十
四
年

(

一
九
六
九)

、

　
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
に
入
団
。
四
十
九
年

(

一
九
七
四)

に
は
、
エ
ー
ス
と
し
て

チ
ー
ム
を
リ
ー
グ
優
勝
に
導
き
、
自

ら
も
「
沢
村
賞
」
を
獲
得
。
五
十
七

年(

一
九
八
二)

の
リ
ー
グ
優
勝
を
最
後

に
引
退
。
通
算
成
績
一
四
六
勝
一
二

一
敗
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
者
を
経
て
、
昭

和
六
十
二
年(

一
九
八
七)

に
は
中
日
ド

ラ
ゴ
ン
ズ
監
督
に
就
任
。
昭
和
六
十

三
年
・
平
成
十
一
年
の
二
度
に
わ
た

り
リ
ー
グ
優
勝
を
達
成
。
平
成
十
四

年
か
ら
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
監
督
。
昨
年
、

三
度
目
の
リ
ー
グ
優
勝
を
果
た
す
。

問
い
合
わ
せ
　
文
化
財
課
　
1
#1
９
０
６
６

　１月１日号は、芦屋にゆ
かりのあるかたがたから、
新春のメッセージをいただ
きました。

新春
“元気のでる”
メッセージ

　
芦
屋
の
住
民
の
星
野
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
監
督
に

な
っ
て
、
二
年
前
か
ら
住
民
と

な
り
ま
し
た
が
、
芦
屋
と
の
つ

き
あ
い
は
、
私
の
十
九
歳
の
時

か
ら
ホ
テ
ル
竹
園
に
お
世
話
に

な
り
、
も
う
三
十
数
年
に
な
り

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

私
は
芦
屋
の
隅
々
ま
で
存
じ
上

げ
て
お
り
ま
す
。
散
歩
コ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
し
、
非
常
に
住
み

や
す
い
、
温
か
い
ま
ち
だ
な
と

い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
昨
年
は
、
私
に
と
っ
て

も
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
涙
・

涙
の
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
も

芦屋に住み続けます 星野　仙一芦屋発　押絵ミヤビズム 小西　松甫
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